
 

 

 

 

 

市政記者クラブ加盟社 各位 

 
第 10 回盛岡劇場「劇団モリオカ市民」公演 

『MORIOKA CHRONICHLⅢ 岩山大作戦』 

を開催します 
 
第 10 回盛岡劇場「劇団モリオカ市民」公演実行委員会、公益財団法人盛岡市文化振興事業団及び盛岡

市は、第 10 回盛岡劇場「劇団モリオカ市民」公演『MORIOKA CHRONICHLⅢ 岩山大作戦』を開催しま

す。 

アマチュア劇団が20以上も存在する「演劇のまち・盛岡」の特性を生かし、盛岡ならではの演劇作品を演

劇以外の異分野異業種の方々を巻き込んで創り上げる市民企画が「劇団モリオカ市民」です。 

今回のテーマは「岩山」。「懐かしさや思い出を求めてあの頃の自分に会いに行く」をコンセプトに、岩山に

行きたい！と思わせるようなエピソードを織り交ぜ、人と人との繋がりや成長を描く、三部構成でお届けし

ます。 

記 

 

【日時】 (公演日)令和８年３月７日(土)１３時 30 分/１８時 30 分 

                 ３月８日(日)１３時 30 分 

      (稽古日)２月 28 日(土)、３月１日(日)、３月３日(火)～６日(金) 

※平日は 19 時～、土日は 13 時～稽古開始  ※６日(金)19 時～(予定)ゲネプロ  

【場所】 盛岡劇場 メインホール（盛岡市松尾町３番１号） 

【主催】 公益財団法人盛岡市文化振興事業団 

第 10 回盛岡劇場「劇団モリオカ市民」公演実行委員会 

 

【共催】 盛岡市、盛岡市教育委員会、盛岡演劇協会 

【後催】 盛岡商工会議所、文化地層研究会、岩手日報社、IBC 岩手放送、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、

テレビ岩手、NHK 盛岡放送局、エフエム岩手、ラヂオ・もりおか 

【協力】 盛岡市動物公園 ZOOMO、岩山パークランド、喫茶 GEN・KI 

【添付資料】 チラシ、あらすじ 

【宣材写真の提供】 なし 

【当日の取材可否】 可 

【問い合わせ】 公益財団法人盛岡市文化振興事業団 盛岡劇場 田澤（たざわ） 

          TEL：019-62２-２２５８ FAX：019-62２-1910 

 

 

【担当】 

盛岡市 交流推進部 文化国際課 芸術文化係 

担当：金野（きんの） 

TEL：019-613-8465（直通） 

E-mail：bunkakokusai@city.morioka.iwate.jp 

  

 

盛岡市プレスリリース 
～歴史風土に包まれた 心豊かに芸術文化が生きるまち～ 

令和８年2月27日 
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第 10 回盛岡劇場「劇団モリオカ市民」公演  

MORIOKA CHRONICLEⅢ『岩山大作戦』あらすじ  

 

 

【オープニング】  脚本：遠藤  雄史    演出：似内  仁  

真夏の猛暑に包まれた盛岡。岩山展望台に降り立ったのは、 NY タイムズ紙で選ばれ

たこの街を調査しに来た宇宙人一家。だが、一家を最大の危機が襲う。母オメガが、

特殊な力を秘めた「メガネ」を紛失したのだ。  

もし地球人が拾えば、異常進化を招き地球滅亡もあり得る…。一家は正体を隠し、

喫茶「GEN・KI」や動物園「ZOOMO」、そして「岩山パークランド」へと潜入捜査を開始

する。誰にも気づかれず、メガネを取り戻せるか？  

地球の存亡をかけた極秘大作戦が、今、ひっそりと幕を開ける！  

 

 

【第一部】  脚本：ササキササ    演出：ベロ・シモンズ  

夢の途中で立ち止まった高校生・灯。もう飛べないと知ったあの日から、心の中の

時間も止まっていた。  

夜明け前の喫茶店で過ごす、静かな朝。誰かの言葉に触れるたび、灯は少しずつ、

自分の中に残っている気持ちと向き合っていく。  

やがて朝は訪れる。その光の中で、灯が見つめるものとは  

 

 

【第二部】  脚本：榊原  明徳    演出：角舘  信哉  

友人と訪れる人、夫婦で訪れる人、家族で訪れる人。猛暑の ZOOMO に様々な人々が

訪れる。 

「キリンって、一番大きいのに、一番低いところにいるんだね」  

飼育員の高崎は今日もモヤモヤしていた。昼休みにうたた寝をしていた高崎は、知

らない少女の夢を最近よく見る。…どうしてあたしの夢に出てくるの？  

そこに、同僚の吉田が慌ててやって来た。どうやら何か問題が起きたようだ。高崎

はモヤモヤしたまま、その問題に対処するためそこへ向かう。  

 

 

【第三部】  脚本：遠藤  雄史    演出：夏坂  俊也  

真夏の盛岡。「岩山パークランド」では、焦げ付くような日差しの中でスタッフが開

園準備を進めていた。その中に、安定した再就職を捨て、この遊園地でのバイトを選

んだ元公務員の赤石がいた。  

そんな彼に、誰もいない場所から不思議な囁きが届く。  

「戻しなさい…」 

困惑する赤石の耳に、今度はメガネを落とした親子の困り果てた声が。赤石が拾い

上げた一つのメガネが、止まっていた彼の時間を動かしていく。  

 

 

 

 


